
ひこね共創ビジョンは、社会背景、財政状況、社会ニー
ズの多様化を踏まえ、3つの視点による現状から課題を捉
えました。
彦根市の課題は、どこのまちにもある課題でありながら

ちょっと違う。魅力資源はある、ただし磨かれていない。
まちを支える人の動き（人口増減、人の移動環境等）に

着目しながら、現状と課題をまとめました。

第２章 現状と課題
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16.6 16.5 16.5 16.3 16.1 15.7 15.6 15.4 15.2 14.8 14.8 14.2 13.7 13.3 12.9

70.6 69.9 70.9 70.3 70.1 69.7 69.8 69.5 68.9 68.5 69.3 67.8 65.5 61.4 58.2

23.5 24.3 25.3 26.1 26.7 27.3 27.7 28.0 28.5 28.7 30.1 31.3 32.7 35.0 36.0

110.7 110.7 112.6 112.7 112.8 112.7 113.1 112.9 112.5 112.0 114.2 113.3 111.9 109.7 107.1

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0

140.0

平成

24年
平成

25年
平成

26年
平成

27年
平成

28年
平成

29年
平成

30年
令和

元年

令和

2年
令和

3年
令和

7年
令和

12年
令和

17年
令和

22年
令和

27年

15歳未満 15歳～65歳未満 65歳以上
（千人）

（61.1％）（63.8％） （54.3％）

生産人口割合も緩やかに低下、高齢化が進行

▼対象地区 人口の推移

対象地区内の人口、緩やかに減少傾向

• 彦根市の総人口は、予測を含み令和元年以降、減少傾向にある。
• 生産年齢人口（15～65歳未満）割合も緩やかに低下、高齢化が進行すると予測される。
• 彦根城のある彦根駅西側地区においては、今後の人口減少が見込まれている。
• 特に本町、銀座町、中央町など、商業機能が集積しているところにおいて、今後10年程
度で約1割近くの減少が見込まれている。

• 令和４年3月策定の総合計画では、人口の維持が目指されている。

▼人口分布（将来にわたる総人口増減） 人口増減＝平成27年人口に対する令和7年人口予測値（最新平成27年ベース）

ほとんどの
エリアが人口減少

（対象地区内町丁目）
船町、旭町、元町、大東町、佐和町、立花
町、京町3丁目

資料出典：彦根市統計書、人口問題研究所、総合計画（R4.3）、国土数値情報 地図出典：国土地理院

▼市全域における現況から将来の人口動態

①空洞化・活力の停滞
人口減少、高齢化、空洞化

現在

総合計画 総合戦略での目標値

将来的に総人口減少

将来推計値（社人研推計準拠）

114.4 114.2 114.0 114.1 114.1

114.2 113.3 111.9
109.7

107.1
100.0

105.0

110.0

115.0

120.0

令和

7年
令和

12年
令和

17年
令和

22年
令和

27年

目標値彦根市推計 社人研推計準拠（千人）

推計値と
目標値の
差を埋める
ことが必要

彦根
ひこね Hikone

未来

元町

船町

旭町

佐和町

大東町京町3丁目立花町

ひこね
芹川駅

JR・近江鉄道
彦根駅

松原２丁目
松原１丁目

馬場１丁目

城町１丁目
城町２丁目

長曽根町

中藪２丁目 中藪１丁目

栄町１丁目栄町２丁目

本町２丁目
本町３丁目

本町１丁目

池州町

芹橋２丁目

尾末町

金亀町

松原町

中央町

後三条町
橋向町

芹橋１丁目

銀座町

古沢町

里根町

安清東町

京町２丁目

京町１丁目

芹町

錦町

河原３丁目

新町

河原１丁目
河原２丁目

芹中町
大橋町

安清町

外町

芹川町

佐和山町 鳥居本町

小野町

原町

幸町

地蔵町

東沼波町

西沼波町
長曽根南町

＜凡例＞

ビジョン
対象エリア

総人口増減率（％）

0-90未満

90-95

95-100

100-105

105-

馬場２丁目

駅東町



城東

城西

金城

城北
佐和山

旭森

平田

城南

城陽

若葉

鳥居本

高宮
河瀬 亀山稲枝東

稲枝北
稲枝西

市全体

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

空
家
率
（
％
）

高齢化率（％）

高齢化率と空家率には概ね

正の相関がみられる

▼空家の点在状況

※数字は空家数と空家率（空家数/全建物数）
順位は市内学区内での空家率上位順位

閑散とした
佐和町商店街

城東学区
274件、7.0％

※1位

城西学区
170件、5.0％

※2位

▼城東、城西学区の高齢化率と空家率
※空家判定は水道の閉栓情報や現地調査に基づく

資料出典：彦根市空家等対策計画（令和5年3月）
※実態調査：令和3年度

市内のなかでも城東、城西ともに
高齢化率、空家率が高い

①空洞化・活力の停滞
高齢化等を要因とする空家の点在

• 駅周辺地区である城東学区と城西学区は、市内の学区においても空家が最も進行している
地区である。

• また、城東学区と城西学区は、市内でも特に高齢化が進行しており、空家活用の担い手を
育成しにくい土壌にある。
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城東

城西

第２章 現状と課題

※高齢化率・・・65歳以上人口が総人口に占める割合

写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来



彦根総合運動場

北老人福祉センター
（ハピネスひこね）
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夢京橋 キャッスルロード国宝彦根城 四番町スクエア

市立図書館市民会館跡地彦根観光センター彦根市役所庁舎

▼土地利用と公共施設立地

＜凡例＞

ビジョン対象エリア

都市公園

文化施設

公的集会施設

市役所

第一種低層住居専用地域

第一種中高層住居専用地域

第一種住居地域

第二種住居地域

準住居地域

近隣商業地域

商業地域

準工業地域

工業地域

工業専用地域

資料出典：国土数値情報

<地価変動値の土地用途>
本町３－２－４１住居
大東町２－２９ 店舗
佐和町９－２７ 住宅、店舗、その他
中央町２－２３ 店舗

②磨ききれていないまちの資源
公共施設集積、歴史資源の集積

• ビジョン対象エリア周辺は、彦根城や夢京橋キャッスルロードなどの歴史観光資源を有し、
また市役所や旧市民会館（現在跡地）、市立図書館、滋賀大学などの行政や文教機能も有
している。

• また、ビジョン対象エリア周辺の多くは、商業地域であるため、容積率600％が認められ
ている。（建蔽率は80％）

• 地価は過去5年間伸び悩み、特に中央町は10％低下している。

写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来

滋賀大学経済学部附属史料館
彦根城博物館

市民体育センター

彦根市役所

西地区公民館

彦根市武道場

彦根市弓道場

彦根市図書館

地域総合センター東山会館

ひこね
芹川駅

松原２丁目
松原１丁目

馬場１丁目

城町１丁目

城町２丁目

長曽根町

中藪２丁目 中藪１丁目

栄町１丁目栄町２丁目

本町２丁目
本町３丁目

本町１丁目

池州町

芹橋２丁目

尾末町

金亀町

松原町

船町

元町

佐和町

立花町
京町３丁目

中央町

後三条町 橋向町

芹橋１丁目

銀座町

古沢町

里根町

安清東町

京町２丁目

京町１丁目

旭町

大東町

芹町

錦町

河原３丁目

新町

河原１丁目

河原２丁目

芹中町

大橋町

安清町

外町

芹川町

佐和山町 鳥居本町

小野町

原町
幸町

地蔵町

東沼波町
西沼波町

長曽根南町

馬場２丁目

彦根城（天守閣）

駅東町

55.9 55.6 55.4 55.2 54.9

127.0 127.0 127.0 127.0 126.0

79.3 79.3 79.2 79.0 78.5

74.1 72.2 70.4 68.6 66.7

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0
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平成29年 平成30年 令和元年 令和2年 令和3年

本町 大東町 佐和町 中央町
（千円/ｍ2）

1％
減少

1％
減少
10％
減少
1％
減少

▼地価変動

商業地域

近隣商業地域

金亀公園
JR・近江鉄道

彦根駅

滋賀大学附属図書館
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157 139
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817.1 774.7

836.0
722.9 733.5
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200.0
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22年度
平成

23年度
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24年度
平成

25年度
平成
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27年度
平成

28年度
平成

29年度
平成

30年度
令和

元年度

令和

2年度

（千人/年）

▼彦根城・玄宮園入場者数

▼観光客一人あたりの 観光消費額

資料出典：彦根市統計書

資料出典：彦根市観光に関する経済効果測定調査2020年

宿泊客の消費額の減少が顕著

▼彦根市立図書館年間利用者数

②磨ききれていないまちの資源
観光入込みや消費額、公共施設の利用が低調傾向

• 彦根城の入場者数は年間70万人以上で、平成29年ごろまでは微増傾向にあったものの、平
成30年度以降は伸び悩みをみせている。（令和２年度はコロナ禍の影響あり）

• 宿泊客の一人あたりの観光消費額についても減少傾向にある。
• 市立図書館等、集客性の高い公共施設も、年々利用者が減少傾向にある。
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インバウンドの影響 コロナ禍の影響

年々利用者が減少

資料出典：彦根市統計書

第２章 現状と課題
彦根

ひこね Hikone

未来



6時台 7時台 8時台 9時台 10時台11時台12時台13時台14時台15時台16時台17時台18時台19時台20時台21時台22時台23時台

ヤング層 ミドル層 シニア層

6時台 7時台 8時台 9時台 10時台11時台12時台13時台14時台15時台16時台17時台18時台19時台20時台21時台22時台23時台

▼時間帯別に計測されたデータ数の分布（年齢層別）

平日

休日

5.2％

年齢層比
60.4％

34.4％

8.1％

60.6％

31.4％

7.8％

年齢層比
60.0％

32.3％

8.9％

62.7％

28.4％
昼夜間比
1.7程度

昼夜間比
1.7程度

5.8％

62.8％

31.4％

7.0％

63.1％

30.0％

7.3％

61.6％

31.1％

5.3％

61.6％

33.1％

10時~14時台がなだらかにピーク

シニア層：朝～午前中 活動
※平日休日の傾向変わらず

ヤング・ミドル層：午後～夕方活動
※平日休日の傾向変わらず

令和元年11月 （コロナ禍前）

京都
0％

大阪・奈良
兵庫・和歌山

34.0％

岐阜
17.7％

愛知・三重
37.7％

北陸地域
10.6％

京都
7.6％

岐阜
25.2％

愛知・三重
39.6％

北陸地域
1.9％

大阪・奈良
兵庫・和歌山

25.6％

コロナ禍前
令和元年11月休日

コロナ禍
令和3年11月休日

隣府県の京都、岐阜の割合増
大阪、北陸等が割合減

13時台が最も多い

▼休日のコロナ禍における発着分布割合の変化
（データ出典）
【位置情報に係るビッグデータ】
・あるキャリアのスマートフォンの基地局にて
取得可能となる位置情報

・精度200～500ｍにて位置情報を把握
・個人属性は、性別、年齢、居住地を把握

②磨ききれていないまちの資源
昼間の時間帯に人が集積、コロナ禍によりマイクロツーリズムも進展

• 位置情報ビッグデータを活用し、ビジョン対象エリア周辺の時間帯別に計測したデータ数
を集計してみると、平日と休日いずれも昼間の時間帯が多く、昼夜間比が約1.7倍となっ
ている。

• 一方、発着分布割合では、コロナ禍において滋賀県に隣接する京都府や岐阜県の割合が増
加しており、コロナ禍に伴う、三密を避けたマイクロツーリズムと思われる影響が確認で
きる。
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彦根

ひこね Hikone

未来



2.5%

15.6%

5.9%

25.0%

48.6%

2.4%
バス

車（送迎）

車（その他）

自転車

徒歩

その他・不明

▼市内移動における年齢別利用交通手段

▼彦根駅 一日平均乗降客数

▼彦根駅端末交通手段

資料出典： 平成22年近畿圏パーソントリップ調査

市内移動は自動車利用が多い
若年層

徒歩約4割

1%

1%

39%

71%

56%

2%

3%

20%

15%

21%

41%

11%

19%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

15歳未満

15～64歳

65歳以上

鉄道 バス 自動車 自動二輪・原付 自転車 徒歩 約7割は彦根駅
移動は徒歩か自転車

資料出典：彦根市統計書

▼彦根市内 路線バス利用状況

※湖国バス株式会社、彦根観光バス株式会社の合計値

高齢者
徒歩約2割

③回遊性の不足・渋滞
公共交通利用離れ、自動車利用に依存、若者層は徒歩利用

• 彦根市内における移動は、いずれの年代も自動車利用が多いものの、若年層や高齢者は徒
歩での移動も多い。

• 彦根駅利用者の約7割は、徒歩か自転車を利用している傾向にある。
• JR彦根駅の利用者数は、ほぼ横ばいに推移、一方では路線バスの輸送人員（利用者）は、
コロナ禍の令和2年を除き、増加傾向にある。
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844 855 889
950

639

12 12 12

8 8

0
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0

200

400

600

800

1,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度

輸送人員 路線数（単位：千人） （単位：バス路線数）

10,871 10,889 10,717 10,489

8,194

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

(単位：人)

資料出典： 平成28年大都市交通センサス
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彦根

ひこね Hikone

未来



136百台/12h(1.06)

136百台/12h(1.06)

201百台/12h(1.50)

162百台/12h(1.25)

133百台/12h(1.37) 51百台/12h(2.00)

龍潭寺

佐和山

松原湖岸

彦根城

銀座商店街

足軽組屋敷

埋木舎

夢京橋キャッスルロード

四番町スクエア

136百台/12h(1.06)

107百台/12h(1.03)

彦根駅

107百台/12h(1.03)

花しょうぶ通り

69百台/12h(0.52)

69百台/12h(0.52)

123百台/12h(0.52)

69百台/12h(0.52)

96百台/12h(1.04)

144百台/12h(1.11)

51百台/12h(2.00)

ビジョン対象エリア

③外町交差点
大型車の交通量が多く、
ロードサイド店舗が並ぶ国道8号

資料出典：
滋賀国道事務所 公表資料
平成27年度全国道路・街路交通情勢調査
地図出典：
地理院地図

②京橋交差点①いろは松交差点
京橋方面へ進入する交通が集中駐車場を探す迷走車両も多い

③回遊性の不足・渋滞
道路交通の混雑、まちなかの駐車場

• 彦根市域の中心である駅周辺地区では、国道8号等の幹線道路にて混雑度が高く、外町交
差点などの主要渋滞箇所が連続的に存在している。

• 彦根城の周辺においては、駐車場が集中していることもあり、いろは松交差点や京橋交差
点などにおいて、特に観光シーズンを中心に混雑が多発しやすい。
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駐車場
主要渋滞箇所

主要地方道
一般県道

駐車場の待ち
渋滞が発生

駐車場を探す車両の
抜け道交通等が錯綜

京橋

護国神社前

▼交通量・混雑度図

第２章 現状と課題

地図出典：Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来

護国
神社前

主要渋滞箇所 主要渋滞区間
観光施設

ビジョン対象エリア



▼都市計画道路の整備状況

データ出典：彦根市提供資料に基づき作成 地図出典：地理院地図

写真① 駅前お城通り

都市計画道路として整備済み
城廻り街路 彦根城～中央町との動線
狭隘な歩道

写真② 立花佐和線

③回遊性の不足・渋滞
幹線道路の都市計画道路の整備が進展、ただし未整備路線も残存

• 彦根城周辺においては、都市計画道路の整備は進んでいるものの、城廻り街路のような彦
根城～中央町を結ぶ歩行ルートを誘導するような路線において未整備区間が存在している。
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写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来

龍潭寺

佐和山

彦根城

足軽組屋敷

埋木舎

夢京橋
キャッスルロード

四番町スクエア

花しょうぶ通り

銀座商店街

整備済区間
概成済区間
未整備区間

ビジョン対象エリア

観光施設



彦根城

四番町
スクエア

○彦根市役所

JR彦根駅

彦根駅～彦根城周辺は
30～40ｋｍ指定が多い

▼道路の速度制限状況と歩行環境

写真① 写真② 写真③

写真⑤ 写真⑥写真④

歩道は整備済み
ただし、人通り少ない

狭隘な歩道
ただし、人通りを確認

人通りが多いと歩道空間から
のはみ出しが発生

ゾーン30に指定
人通りが多く
十分な幅員の歩道が整備

アーケードが設置、歩道は整備済み
ただし、人通り少ない

③回遊性の不足・渋滞
自動車の走行速度の制御環境の下地はあり

• 彦根駅と彦根城を結ぶ駅前お城通り（写真①）や、夢京橋キャッスルロード（写真⑤）は
歩道が整備されている。

• 彦根城周辺は、歩道が整備されていない区間（写真③・写真④）が多くみられるが、ゾー
ン30の指定など自動車の速度30キロ制限を設けることで、安全性確保に向けた取組みが行
われている。

• 銀座商店街（写真⑥）においては、アーケードが設けられ、さらに歩行空間は確保されて
いるものの、人通りが少ない。

• またビジョン対象エリアのほとんどの路線は、法定速度が30～40km/hに設定されている。
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資料出典：彦根市調べ（R.3.10）地図出典：Copyright(c) ＮＴＴ空間情報All Rights Reserved

第２章 現状と課題

ビジョン対象エリア

写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来



▼モビリティサービス状況

屋形船
彦根城お堀めぐり

人力車
アクティビティ性が高い
モビリティ

③回遊性の不足・渋滞
多種多様なモビリティサービスが進展

• ビジョン対象エリア内はアクティビティ性を有する屋形船や人力車等、徒歩以外にも楽し
んで移動するモビリティが存在する。

• 平成29年度からパーク＆バスライド（以下、P＆BR）、令和4年度からグリーンスローモ
ビリティの社会実験を通じた実装チャレンジが進展している。

移動距離

輸送力大中小

短

中

長

●人力車
●屋形船

●めぐりんこ（自転車）
●超小型モビリティ

●グリーンスローモビリティ

●彦根IC P&BRのバス

●既存のバス等

効率的アクティビィティ、パーソナル

速
い

遅
い

役目 モビリティ
特徴

輸送力
（大/中/

小）

移動距離
（長/中/

短）
規則性

エリア内外の移動
/アクセス交通

【既存】既存のバス等 大 長 特定ルート/時刻制

【社会実験終了】彦根IC P&BRのバス 大 長 特定ルート/シャトル運行

エリア内移動
/回遊交通

【社会実験中】グリーンスローモビリティ 中 中 特定ルート/時刻制

【既存】パーソナル/超小型モビリティ 小 中 限定コース/パーソナル移動

【既存】めぐりんこ（レンタサイクル） 小 短 自由ルート/パーソナル移動

アクティビティ
/観光交通

【既存】人力車 小 短 特定ルート/時間制

【既存】屋形船 小 短 特定ルート/時刻制

トヨタコムス（ミニカー）
パーソナルモビリティ

パーク＆バスライド
（ P＆BR ）
（社会実験終了）

グリーンスローモビリティ
（社会実験中）
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レンタサイクル
めぐりんこ

写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来



142
178

295

218
165

0

100

200

300

400

平成29年
（秋）

平成30年
（秋）

令和元年
（春）

令和元年
（秋）

令和３年
（春）

（人/日）

▼彦根城P＆BRの利用実態

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
未
実
施

＜利用状況＞

利用してみたい
79.3%

機会があれば
利用してみたい

19.9%

わからない
0.8%

ｎ=386

＜駐車時間（滞在時間）＞

4.7%

22.5%

21.0%

45.8%

28.5%

19.2%

21.5%

8.3%

17.3%

4.2%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

P&BR利用者

一般駐車場利用者

１時間以内 ２時間 ３時間 ４時間 5時間以上 無回答

P&BR利用者

利用意向高い

滞在時間増加

＜更なる利用意向＞

③回遊性の不足・渋滞
新しい彦根城への来訪方法を社会実験中、今後の実装に向けて

• 彦根市では、彦根インターチェンジから彦根城までの慢性的な交通渋滞の緩和や観光客の
周遊等を目的に、自家用車から専用バスに乗り換えて目的地まで向かう「 P＆BR（パーク
＆バスライド）」が社会実験として実施されている。

• これは、平成29年より行われており、市中心部のうろつき交通等が減り、観光周遊の活性
化を期待する取組みである。

• 利用者数は、各シーズン1日あたり200人前後利用され、3~5時間の滞在時間の増加が確認
されている。
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資料出典：彦根市HP パーク・アンド・バスライド社会実験の結果
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写真出典：彦根市撮影

彦根
ひこね Hikone

未来



人口減少、高齢化、空家の増加が問題 市域全体のなかでも顕著
・市域全体として令和元年を境に人口減少傾向にあり、ビジョン対象エリアも同様に減少、将来も減少が見込まれる。
・生産年齢人口（15歳～65歳）の割合は、過去10年間で低下、今後も同様に低下傾向。
・市域のなかでも、城東と城西学区は、高齢化とともに進行する空家の増加が問題。

①空洞化・活力の停滞

商業機能、歴史的資源は集積、公共施設利用者や観光客等のまちの利用者の減少と変化
・彦根城を背景とする歴史的な価値が高い魅力資源、商店街組合等のまちに賑わいを与え、観光等の商業機能が集積。
・地価は下落傾向、駅前お城通り沿線や佐和町商店街等の活気不足、観光客減少、観光等の消費活動についても低調。
・集客性の高い公共施設の利用者が年々減少、再編や廃館の一要因となっている。
・コロナ禍の影響もあり、湖東地域をはじめとして、近隣府県間における人流がやや増加傾向。

歩行者の環境整備、観光モビリティは徐々に進展、ただし観光期の渋滞や歩きたくなる環境整備が不十分
・市内における移動は自動車利用が多い中で、徒歩や自転車の利用も多い傾向。
・彦根城内に駐車場が立地、観光アクセスでの自動車利用を誘発しやすく、周辺道路では主要渋滞箇所が連続的に存在。
・歩行環境として、歩道未整備箇所は自動車の速度30キロ制限が設けられ、安全性を確保。
・歩道整備箇所は歩きやすい空間であるものの、歩きたくなる空間は創出できておらず人通りが少ない。
・P＆BRを社会実験中、アクティビティ性を有するモビリティが多く存在、更なる広がりや利用促進が重要。

ビジョン対象エリアとその周辺の現状を踏まえた問題や特徴

まちの魅力資源をさらに活かす課題
まちの問題や特徴をを踏まえた計画課題

③回遊性の不足・渋滞

②磨ききれていないまちの資源

①空洞化・活力の停滞

彦根駅周辺エリア
資源×人の動き

人口減少、高齢化、空家増加

彦根城の歴史資源と商業機能の集積、
まちの利用者の減少

自動車利用依存、交通渋滞

財政状況
歳出・地方債の過多

財政の健全化

社会背景
彦根城世界遺産登録

国民スポーツ大会

ニーズの多様化
人主体のまちづくり
ウォーカブルの推進

まちづくりを牽引する賑わい施設・空間の魅力創出課題①
ビジョン対象エリアの活力を生み出すためには、都市の顔、都市集積の中枢として良質な公共空間の場が求められる。
そのため、誰もが利活用できる、利活用しやすい魅力あふれる施設・空間を創出していくことが必要である。

人とまちの魅力資源を巡るウォーカブルな回遊性の向上課題③
誰もが活動しやすい空間を創出するためには、自動車利用を促進する交通インフラ整備ではなく、人を介しながら、都

市の機能や資源を繋ぐような空間が求められる。そのため、アクティビティ性や回遊性の向上に寄与するウォーカブルなネッ
トワークを形成していくことが必要である。

歴史や文化を育み、 語り続けるまちの利用者の育み課題②
国宝彦根城の歴史と文化、さらには世界遺産登録として、新たな市の歴史に刻まれる時間の流れを未来へ伝承して

いくためには、人づくりが求められる。そのため、定住を促進し、温故知新を繰り返しながら、人伝いでのまちの魅力を育ん
でいける高付加価値化が必要である。

②磨ききれていないまちの資源

③回遊性の不足・渋滞

ビジョン対象エリアの課題

①まちづくりを牽引する
賑わい施設・空間の

魅力創出
②歴史や文化を育み、

語り続けるまちの
利用者の育み

③人とまちの魅力資源を
巡るウォーカブルな

回遊性の向上

まちの背景 ビジョン対象エリアとその周辺の
現状を踏まえた問題や特徴

ビジョン対象エリアの
課題 抽出
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